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３月18日、統合に伴い、３月末で閉校となる多聞小学校で閉校式が行われ、
133年にわたる学校の歴史に幕を閉じました。
閉校式には児童や地域住民の皆さんなど約250人が参加し、最後のお別れを

惜しんでいました。（関連記事12ページ）

多聞小学校、133年の歴史に幕
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今
後
の
村
の
あ
り
方
調
査
・

研
究
報
告
書（
案
）の
概
要

■
財
政
の
状
況

¡
村
税
お
よ
び
地
方
交
付
税
の
推
移

村
政
運
営
の
中
で
基
本
と
な
る
自

主
財
源
、
い
わ
ゆ
る
村
税
は
、
収
入

全
体
の
約
22
％
し
か
あ
り
ま
せ
ん

（
平
成
17
年
度
決
算
）。
そ
の
た
め
、

国
か
ら
の
地
方
交
付
税
に
大
き
く
依

存
し
て
お
り
、
地
方
交
付
税
は
収
入

全
体
の
約
35
％（
平
成
17
年
度
決
算
）

を
占
め
て
い
ま
す
。

し
か
し
、
こ
の
地
方
交
付
税
も
平

成
13
年
度
か
ら
見
直
し
が
進
め
ら
れ
、

さ
ら
に
三
位
一
体
改
革
な
ど
に
よ

り
、
平
成
12
年
度
と
比
べ
る
と
約
５

億
円
も
減
少
し
て
い
ま
す
。
今
後
も

さ
ら
に
厳
し
い
状
況
が
続
く
と
思
わ

れ
ま
す
。

¡
積
立
金
残
高
の
推
移

こ
れ
ま
で
も
自
主
財
源
の
乏
し
い

本
村
で
は
、
構
造
的
な
財
源
不
足
に

陥
っ
て
お
り
、
そ
の
財
源
不
足
に
つ

い
て
は
、
積
立
金
（
貯
金
）
の
取
り

崩
し
に
よ
り
対
応
し
て
き
ま
し
た

が
、
命
綱
の
積
立
金
も
残
り
わ
ず
か

と
な
っ
て
い
ま
す
。

¡
こ
れ
ま
で
の
行
財
政
改
革

平
成
９
年
度
か
ら
平
成
18
年
度
の

10
年
間
で
３
回
も
の
行
財
政
改
革
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

特
に
、
平
成
15
年
の
第
２
次
財
政

健
全
化
方
策
と
平
成
17
年
の
元
気
プ

ラ
ン
で
は
、
特
別
職
や
一
般
職
員
給

料
の
削
減
、
議
会
議
員
の
削
減
、
事

2

千
早
赤
阪
村
の
明
日
を
考
え
る
――

Ⅰ
市
町
村
を
取
り
巻
く
社
会
経
済
情
勢

¡
地
方
分
権
の
進
展

市
町
村
が
自
ら
の
責
任
と
判
断
で

行
政
サ
ー
ビ
ス
や
施
策
を
決
定
し
、

実
施
す
る
分
権
社
会
が
本
格
化
し
て

い
ま
す
。

¡
本
格
的
な
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

日
本
の
総
人
口
は
、
２
０
３
０
年

（
平
成
42
年
）に
は
２
０
０
５
年（
平

成
17
年
）に
比
べ
約
10
％
減
少
す
る

一
方
で
、
老
年
人
口（
65
歳
以
上
）

の
割
合
は
約
32
％
に
達
す
る
こ
と
が

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。

¡
国
の
構
造
改
革
の
推
進

国
で
は
、
構
造
改
革
が
強
く
推
し

進
め
ら
れ
て
お
り
、
地
方
交
付
税
の

見
直
し
な
ど
が
余
儀
な
く
さ
れ
て
い

ま
す
。

¡
自
主
的
な
市
町
村
合
併

国
で
は
、
強
力
に
市
町
村
合
併
を

推
進
し
て
い
ま
す
。
特
に
人
口
１
万

人
未
満
を
目
安
と
す
る
小
規
模
市
町

村
を
対
象
に
都
道
府
県
が
策
定
す
る

市
町
村
合
併
構
想
に
盛
り
込
む
こ
と

が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

¡
広
域
的
な
行
政
需
要
が
増
大

市
町
村
の
区
域
を
超
え
た
行
政
需

要
が
増
大
し
、
広
域
的
な
視
点
に
立

っ
た
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い

ま
す
。

Ⅱ
本
村
の
現
状

■
人
口
と
少
子
高
齢
化
の
状
況

国
勢
調
査
に
よ
る
人
口
の
推
移

は
、
昭
和
60
年
を
ピ
ー
ク
に
減
少
が

続
い
て
い
ま
す
。
昭
和
60
年
か
ら
平

成
17
年
の
20
年
間
で
１，

１
５
９
人

減
少
し
て
い
ま
す
。

少
子
高
齢
化
は
、
年
少
人
口
が
減

少
し
、
老
年
人
口
が
増
加
し
て
い
ま

す
。
平
成
17
年
の
国
勢
調
査
で
は
、

高
齢
化
率
は
24
・
３
％
で
府
内
で

は
、２
番
目
に
高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

年／項目 S30 S60 H7 H12 H17 H22 H42

年少人口（0～14歳）（人） 1,787 1,873 1,050 825 690 646 248

生産年齢人口（15～64歳）（人）3,575 4,942 5,176 4,755 4,262 3,588 1,858

老年人口（65歳～）（人） 337 882 1,233 1,388 1,586 1,795 1,773

総　　数 5,699 7,697 7,459 6,968 6,538 6,029 3,879

年少人口の割合（%） 31.4 24.3 14.1 11.8 10.6 10.7 6.4

生産年齢人口の割合（%） 62.7 64.2 69.4 68.2 65.2 59.5 47.9

老年人口の割合（高齢化率）（%） 5.9 11.5 16.5 19.9 24.3 29.8 45.7

【人口と少子高齢化の推移】（H22、H42年は村推計値）

村税　　　　　地方交付税 

【村税および地方交付税の推移】 
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（単位：百万円） 

【積立金残高の推移】 

Ｈ８ 　Ｈ９   H10     H11    H12     H13     H14    H15    H16     H17

（単位：百万円） 
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村
で
は
、
昨
年
12
月
末
、
今
後
の

村
の
あ
り
方
に
つ
い
て
調
査
・
研
究

を
す
る
た
め
、
役
場
庁
内
に
調
査
・

研
究
チ
ー
ム
を
発
足
し
、
今
年
２
月

末
に
一
定
の
結
果
を
、「
今
後
の
村

の
あ
り
方
調
査
・
研
究
報
告
書

（
案
）」
と
し
て
ま
と
め
ま
し
た
。

ま
た
、
今
年
の
広
報
１
月
号
か
ら

「
千
早
赤
阪
村
の
明
日
を
考
え
る
」

と
題
し
た
シ
リ
ー
ズ
を
掲
載
す
る
こ

と
に
よ
り
、
住
民
の
皆
さ
ん
に
も
村

の
実
情
を
お
知
ら
せ
し
て
き
ま
し
た
。

議
会
に
は
、
３
月
議
会
の
全
員
協

議
会
で
報
告
し
、
こ
の
内
容
を
十
分

ご
理
解
い
た
だ
き
、
こ
れ
か
ら
の
千

早
赤
阪
村
を
と
も
に
真
剣
に
考
え
て

い
き
た
い
と
述
べ
ま
し
た
。

今
回
は
、
報
告
書
（
案
）
の
概
要

に
つ
い
て
、
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

こ
れ
ま
で
の
経
緯



分かれ道 

『
市
町
村
合
併
を
選
ぶ
』 

（
他
の
市
町
と
の
合
併
を
 

 
 
進
め
る
方
法
） 

 『
単
独
行
政
を
選
ぶ
』 

　（
行
財
政
改
革
を
一
層
 

 
 
強
力
に
進
め
る
方
法
） 

務
事
業
や
補
助
金
の
廃
止
、
使
用

料
・
手
数
料
の
値
上
げ
な
ど
住
民
の

皆
さ
ん
に
も
負
担
を
お
願
い
し
な
が

ら
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

と
こ
ろ
が
・
・
・

元
気
プ
ラ
ン
で
は
、
平
成
22
年
度

に
単
年
度
黒
字
化
を
め
ざ
し
て
い
ま

し
た
が
、
地
方
交
付
税
や
退
職
手
当

債
な
ど
の
見
込
み
に
差
異
が
生
じ
て

し
ま
い
、
こ
の
ま
ま
で
は
そ
の
取
り

組
み
目
標
の
達
成
は
難
し
い
状
況
で

す
。Ⅲ

今
後
の
行
財
政
運
営
の
見
通
し

■
財
政
収
支
見
通
し

様
々
な
状
況
を
踏
ま
え
、
今
後
10

年
間
の
財
政
収
支
見
通
し
を
推
計
し

ま
し
た
。

見
通
し
は
そ
の
前
提
と
し
て
、
一

定
の
条
件
の
も
と
に
推
計
し
て
お

り
、
現
在
の
水
準
で
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
継
続
し
た
場
合
の
財
政
収
支
見
通

し
で
す
。

財
政
収
支
見
通
し
で
は
、
平
成
21

年
度
に
は
積
立
金
が
底
を
つ
き
、
約

２
億
５
千
万
円
も
の
赤
字
が
生
じ
ま

す
。
平
成
22
年
度
に
は
赤
字
額
が
標

準
財
政
規
模
の
20
％
（
約
３
億
４
千

万
円
）
を
超
え
、
財
政
再
建
団
体

（
事
例：

北
海
道
夕
張
市
）
に
転
落

す
る
こ
と
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

■
今
後
想
定
さ
れ
る
財
政
的
負
担

財
政
収
支
見
通
し
に
加
え
、今
後
、

老
朽
化
に
よ
る
公
共
施
設
の
維
持
経

緯
や
電
算
処
理
経
費
な
ど
様
々
な
経

費
の
負
担
が
予
測
さ
れ
、
さ
ら
に
財

こ
の
ま
ま
い
け
ば
…
!?

Ⅳ
今
後
想
定
さ
れ
る
課
題

¡
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化

特
に
医
療
・
福
祉
分
野
へ
の
行
政

需
要
の
増
加
が
見
込
ま
れ
、
行
財
政

へ
の
負
担
が
大
き
く
な
り
ま
す
。

¡
地
方
分
権
の
推
進

高
度
化
・
多
様
化
す
る
行
政
サ
ー

ビ
ス
な
ど
専
門
的
知
識
が
求
め
ら
れ

る
中
で
小
規
模
町
村
の
行
政
体
制
で

は
限
界
が
懸
念
さ
れ
ま
す
。

¡
新
た
な
魅
力
・
活
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り

新
た
な
魅
力
あ
る
地
域
資
源
を
活

3

政
を
圧
迫
す
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
ま

す
。

¡
公
共
施
設
の
維
持
経
費

¡
村
道
の
維
持
経
費

¡
上
下
水
道
施
設
の
維
持
経
費

¡
小
・
中
学
校
の
耐
震
・
維
持
経
費

¡
電
算
処
理
経
費

¡
広
域
行
政
へ
の
新
た
な
財
政
負
担

用
し
た
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
に

は
、
小
規
模
町
村
の
行
政
体
制
で
は

十
分
な
ま
ち
づ
く
り
へ
の
実
現
に
は

限
界
が
あ
り
ま
す
。

¡
財
政
危
機

財
政
収
支
見
通
し
で
は
平
成
22
年

Ⅴ
今
後
の
村
の
あ
り
方
に
つ
い
て

今
、
様
々
な
厳
し
い
状
況
に
あ
る
千
早
赤
阪
村
で
す
が
、
住
み
よ
い
暮
ら
し
を

次
の
世
代
に
引
き
継
ぐ
た
め
に
、
私
た
ち
の
千
早
赤
阪
と
い
う
地
域
を
見
つ
め
直

し
、「
こ
れ
か
ら
の
千
早
赤
阪
」
を
真
剣
に
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〝
今
後
、村
が
ど
う
あ
る
べ
き
か
？
〞

議
会
と
と
も
に
選
択
す
べ
き
道
を
検
討
・
協
議
し
、
決
断
し
た
い
と
考
え
て

い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
秘
書
政
策
課

度
末
に
財
政
再
建
団
体
へ
の
転
落
が

懸
念
さ
れ
、
そ
の
後
も
約
１
億
２
千

万
円
か
ら
２
億
７
千
万
円
も
の
赤
字

が
続
く
中
で
、
い
つ
ま
で
行
財
政
運

営
が
可
能
か
、
そ
の
限
界
が
懸
念
さ

れ
ま
す
。

平
成
20
年
度
末 

何
と
か
収
支
均
衡 

平
成
21
年
度
末 

赤
字
が
発
生
!
 

¡
積
立
金
残
高
　
約
３
千
万
円 

¡
赤
字
額
は
積
立
金
で
補
え
る 

¡
積
立
金
残
高
　
０
円 

¡
赤
字
額
は
積
立
金
で
補
え
な
い 

財
政
再
建
団
体
へ 

転
落
!?
 

平
成
平
成
2222
年
度
末

年
度
末 

財
政
再
建
団
体
の

財
政
再
建
団
体
の 

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
を

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
を 

超
え
る

超
え
る 

平
成
22
年
度
末 

財
政
再
建
団
体
の 

ボ
ー
ダ
ー
ラ
イ
ン
を 

超
え
る 

H17 H18 H19 H20 H21 H22 H23 H24 H25 H26 H27
村税 624 626 659 633 608 585 563 543 526 510 495
地方交付税 994 961 954 1,016 1,040 1,089 1,063 1,063 1,063 1,063 1,038
その他（国・府支出金、地方債など） 1,213 847 734 737 551 472 471 471 472 472 472
合計　　A 2,831 2,434 2,347 2,386 2,199 2,146 2,097 2,077 2,061 2,045 2,005
義務的経費 1,488 1,312 1,236 1,291 1,359 1,279 1,249 1,271 1,086 1,111 1,077
人件費 1,017 829 730 756 825 740 731 784 684 715 696
扶助費 140 166 165 165 165 165 165 165 165 165 165
公債費 331 317 341 370 369 374 353 322 237 231 216

その他（物件費、補助費など） 1,323 1,122 1,111 1,095 1,085 1,088 1,089 1,081 1,096 1,082 1,082
合計　　B 2,811 2,434 2,347 2,386 2,444 2,367 2,338 2,352 2,182 2,193 2,159

収　支　A－B 20 0 0 0 ▲245 ▲221 ▲241 ▲275 ▲121 ▲148 ▲154
累積収支不足額 ▲245 ▲466 ▲707 ▲982▲1,103▲1,251▲1,405
積 立 金 残 高 465 360 220 30 0 0 0 0 0 0 0

財政収支見通し（平成18年度～平成27年度の10年間） （単位：百万円）

歳
　
入

歳
　
出

《
視
点
》

¡

今
後
、
人
口
減
少
・
少
子
高
齢
化
へ
の
対
応
は
可
能
か（
社
会
保
障
面
）

¡

地
方
分
権
時
代
に
お
い
て
行
政
能
力
の
向
上
は
図
れ
る
か（
行
政
機
能
・
権
能
面
）

¡

次
世
代
へ
の
地
域
づ
く
り
・
新
た
な
ま
ち
づ
く
り
が
可
能
か（
ま
ち
づ
く
り
の

将
来
展
望
面
）

¡

行
政
コ
ス
ト
の
削
減
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
や
効
率
的
な
財
政
運
営
が

可
能
か
（
財
政
面
・
行
政
管
理
面
）

¡

今
後
、
構
造
改
革
な
ど
国
の
政
策
に
対
応
で
き
る
か
（
自
治
運
営
面
）

村の選択肢



本
村
の
財
政
は
、
こ
こ
数
年
、
続
く

人
口
の
減
少
と
少
子
高
齢
化
、
さ
ら
に

国
の
進
め
る
財
政
構
造
改
革
に
よ
り
、

村
税
・
地
方
交
付
税
と
い
っ
た
主
な
収

入
は
減
り
続
け
、
歳
出
の
削
減
が
追
い

つ
か
な
い
ま
ま
、
多
額
の
財
源
不
足
に

陥
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
こ
れ
を
穴
埋

め
し
て
き
た
頼
り
の
積
立
金
（
貯
金
）

も
、
こ
の
ま
ま
で
は
２
年
後
に
は
底
を

尽
き
、赤
字
に
転
落
し
て
し
ま
い
ま
す
。

こ
の
危
機
を
乗
り
切
る
た
め
、「
元

気
プ
ラ
ン
」
に
基
づ
き
、
す
べ
て
の
事

業
に
つ
い
て
徹
底
し
た
見
直
し
を
行
な

い
、
予
算
を
配
分
し
ま
し
た
。

■
一
般
会
計
　

23
億
６，
３
０
６
万
円

前
年
度
と
比
べ
６
５
０
万
円

の
減
（
▲
０．
３
％
）

歳
入
に
つ
い
て
は
、
国
の
三
位
一
体

の
改
革
を
受
け
て
、
村
税
は
税
源
移
譲

（
所
得
税
を
減
ら
し
住
民
税
を
増
や
す
）

に
よ
り
前
年
度
に
比
べ
７
千
万
円
の
増

が
見
込
ま
れ
ま
す
が
、
反
対
に
、
主
に

国
・
府
か
ら
の
譲
与
税
・
交
付
金
な
ど

で
７
千
７
百
万
円
が
減
と
な
る
こ
と
か

ら
、
昨
年
に
引
き
続
き
、
大
幅
な
財
源

平
成
19
年
３
月
定
例
村
議
会
に
お
い
て
、
松
本
村
長
は
平
成
19
年
度
の
村
政
運
営
に
つ
い

て
の
方
針
を
表
明
し
、「
昨
年
、
本
村
は
村
制
施
行
50
周
年
を
迎
え
た
。
本
年
は
新
た
な
歴

史
の
ス
タ
ー
ト
の
一
歩
と
な
る
重
要
な
年
で
あ
り
、
柔
軟
な
発
想
と
大
胆
な
行
動
を
も
っ
て
、

住
民
福
祉
の
向
上
に
向
け
、
邁
進
し
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
の
決
意
を
述
べ
ま
し

た
。
そ
の
平
成
19
年
度
の
村
政
運
営
の
方
針
と
予
算
の
概
要
を
紹
介
し
ま
す
。

不
足
と
な
る
た
め
、
積
立
金
（
貯
金
）

の
取
り
崩
し
（
繰
入
金
１
億
７
千
９
百

万
円
）
に
よ
り
、
こ
れ
を
補
い
ま
す
。

歳
出
に
つ
い
て
は
、
村
道
整
備
な
ど

の
普
通
建
設
事
業
が
２
千
７
百
万
円
の

増
、
公
債
費
が
１
千
４
百
万
円
の
増
と

な
り
ま
す
が
、
一
方
で
人
件
費
の
削
減

で
３
千
５
百
万
円
、
事
務
事
業
の
縮
減

な
ど
で
１
千
３
百
万
円
が
減
と
な
り
ま

す
。

■
特
別
会
計

25
億
７，
８
７
１
万
円

前
年
度
と
比
べ
８，
６
９
９

万
円
の
増
（
３．
５
％
）

事
業
別
に
見
て
み
ま
す
と
、
水
道
事

業
に
つ
い
て
は
、
老
朽
管
の
更
新
な
ど

の
工
事
費
の
減
、
老
人
保
健
に
つ
い
て

は
、
医
療
給
付
対
象
者
の
減
に
よ
り
そ

れ
ぞ
れ
減
っ
て
い
ま
す
。

一
方
で
、
国
民
健
康
保
険
（
事
業
勘

定
）
に
つ
い
て
は
、
退
職
者
の
増
、
介

護
保
険
に
つ
い
て
は
、
高
齢
者
の
増
に

よ
り
そ
れ
ぞ
れ
保
険
給
付
費
が
増
え
て

い
ま
す
。
ま
た
金
剛
山
観
光
事
業
に
つ

い
て
は
、
い
ま
ま
で
指
定
管
理
者
の
収

入
と
し
て
い
た
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
の
運
賃

収
入
を
村
の
会
計
に
収
納
す
る
こ
と
と

し
た
た
め
増
と
な
っ
て
い
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

4

予算総額　49億4,177万円予算総額　49億4,177万円
平成19年度の予算が決まりました 平成19年度の予算が決まりました 

私
た
ち
の

お
金
の
使
い
み
ち

新年度予算編成にあたって

昨年来、北海道夕張市の財政破綻が表面化し、村民の皆さんにも少なからず不安を与えてお
りますが、財政再建団体への転落という最悪の事態だけは何としても回避しなければならず、
より一層の財政健全化へ向けて徹底した行財政改革が必要です。
平成19年度予算は、人口減少や少子高齢化の進展、地方交付税制度の見直しなどの影響によ

り、昨年に引き続き大幅な財源不足となったことから、引き続き、「元気プラン」に基づき、
職員人件費の適正化や、村単独事業の縮減・廃止を行うなど、住民の皆様にも負担や痛みをお
願いしながら経費の削減を行い、財源不足については積立金を繰り入れし、何とか収支均衡を
図った予算編成を行いました。
今後とも財政の健全化に向け、最少の経費で最大の効果があがるよう全職員一丸となり、創

意工夫を行いながら、最大限の努力をいたしますので、住民の皆さんのご理解・ご協力をよろ
しくお願いいたします。

松本村長
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土木費

衛生費 総務費 議会費

消防費 農林水産業費 民生費

教育費 商工費 公債費

31,174円

35,485円 48,207円 12,068円

20,782円 8,151円 79,994円

58,451円 8,478円 51,243円

354,033円の内訳
1月末日
総人口6,663人（外国人含む）
で算出

村民１人当たりの予算額村民１人当たりの予算額

区　　分 平成19年度 平成18年度 対 前 年 度 対 前 年 度
会　計　別 予　算　額 予　算　額 増　減　額 増　減　率
一　　　般　　　会　　　計 23億6,306万円 23億6,956万円 ▲650万円 ▲0.3％

国民健康保険
事業勘定 7億41万円 6億3,263万円 6,778万円 10.7%
施設勘定 6,969万円 6,613万円 356万円 5.4%

老　　人　　保　　健 7億8,918万円 8億849万円 ▲1,931万円 ▲2.4％
介　　護　　保　　険 5億1,780万円 4億8,903万円 2,877万円 5.9%

特別会計 下　水　道　事　業 1億9,436万円 1億8,654万円 782万円 4.2%
金 剛 山 観 光 事 業 1億38万円 3,607万円 6,431万円 178.3%

水 道 事 業
収益的支出 1億4,241万円 1億5,122万円 ▲881万円 ▲5.8％
資本的支出 6,448万円 1億2,161万円 ▲5,713万円 ▲47.0％

合　　　　計 25億7,871万円 24億9,172万円 8,699万円 3.5%
合　　　　　計 49億4,177万円 48億6,128万円 8,049万円 1.7%

会
計
別
で
み
た
予
算
額

村税 
66,039 
　（28.0%） 

繰入金 
17,900（7.6%） 

その他 414（0.2%） 

地方交付税 
95,000（40.2%） 

国庫支出金 
5,777（2.4%） 

民生費 
53,300 
（22.5%） 

総務費 
32,120 

（ 13.6%） 

教育費教育費 
38,946 
（16.5%） 

公債費 
34,143 
（14.4%） 

衛生費 
23,644 

（10.0%） 

土木費 
20,771（8.8%） 

消防費 
13,847（5.9%） 

議会費 
8,041（3.4%） 

農林水産業費 5,431（2.3%） 

村債 
16,600 
（7.0%） 

その他（譲与税・交付金） 13,620（5.8%） 

歳入 
23億6,306万円万円 

依 

自 主 
財 
源 

存 

財 
源 61.1％ 

38.9％ 

使用料及び 
手数料 
2,642（1.1%） 

諸収入 
2,807（1.2%） 

その他 
2,371（1.0%） 

府支出金 
13,550 
（5.7%） 

商工費 
5,649（2.4%） 

教育費 
38,946 
（16.5%） 

38.9％ 歳入 
23億6,306万円 

歳出 
23億6,306万円万円 
歳出 

23億6,306万円 
科目別 

その他　415（0.2%） 

人件費 
80,173 
（33.9%） 

物件費 
49,394 
（20.9%） 

公債費 
34,143 
（14.5%） 

繰出金 
28,659 
（12.1%） 

補助費等19,836（8.4%） 

扶助費　16,245（6.9%） 

普通建設事業費　6,927（2.9%） 
 

維持補修費　514（0.2%） 
 

歳出 
23億6,306万円万円 
歳出 

23億6,306万円 
性質別 

0

1億 

2億 

3億 

4億 

5億 

6億 

7億 

26億 

27億 

28億 

29億 

30億 

31億 

32億 

33億 

15年度　　　 16年度　　　17年度　　  18年度末　　19年度末 
　　　　　　　　　　　　　　　　　　 （見込み）　　（見込み） 

【積立金残高と地方債残高の推移】 

30億 
6,202万円

6億3,171万円
5億6,333万円 

4億6,525万円 
2億9,565万円 

1億1,695万円 

30億 
7,130万円

31億 
2,891万円 

32億 
4,235万円 31億 

7,781万円
30億 

6,202万円

6億3,171万円
5億6,333万円 

4億6,525万円 
2億9,565万円 

1億1,695万円 

30億 
7,130万円

31億 
2,891万円 

32億 
4,235万円 31億 

7,781万円

積立金  　　地方債 



豊
か
な
自
然
と
歴
史
文
化
を

守
り
、
伝
え
、
活
用
し
ま
す

¡
金
剛
山
施
設
の
維
持
管
理１，

１
０
４
万
円

¡
文
化
財
の
発
掘
調
査
、
保
存

９
１
万
円

¡
郷
土
資
料
館
の
管
理
運
営

４
６
０
万
円

便
利
で
、こ
こ
ち
よ
く
暮
ら
せ
る

都
市
基
盤
を
形
成
し
ま
す

¡（
仮
称
）村
道
大
森
線
の
新
設
工
事

２，

９
５
６
万
円

¡
村
道
の
維
持
補
修

１，

０
５
６
万
円

¡
交
通
安
全
施
設
の
設
置

１
４
１
万
円

¡
下
水
道
の
整
備

３，

４
４
７
万
円

¡
上
水
道
の
整
備

２，

６
６
２
万
円

地
域
資
源
を
活
か
し
て
産
業

を
振
興
し
ま
す

¡
中
山
間
地
域
総
合
整
備
事
業
（
水
分
地
区

ほ
場
整
備
、
千
早
交
流
ふ
れ
あ
い
施
設
）

１，

２
９
９
万
円

¡
下
赤
阪
棚
田
の
保
全
活
動

３
０
万
円

¡
農
作
物
鳥
獣
被
害
対
策

５
０
万
円

¡
地
域
就
労
支
援
事
業
（
就
職
支
援
セ
ミ
ナ

ー
、
パ
ソ
コ
ン
講
習
な
ど
）

３
７
万
円

¡
観
光
振
興
事
業
（
史
跡
の
景
観
向
上
、
イ

▼
三
位
一
体
の
改
革
と
は

地
方
の
自
由
度
を
高
め
、
財
政
面
で
の
自

立
を
促
す
た
め
に
、
①
国
庫
補
助
負
担
金
の

廃
止
・
縮
減
②
地
方
交
付
税
の
見
直
し
③
国

か
ら
地
方
へ
の
税
源
移
譲
の
３
つ
の
改
革
を

一
体
と
し
て
進
め
る
も
の
で
す
。

▼
譲
与
税
・
交
付
金
と
は

国
税
や
府
民
税
と
し
て
徴
収
し
た
も
の

を
、
人
口
な
ど
で
案
分
し
て
市
町
村
に
配
分

す
る
も
の
で
す
。（
自
動
車
重
量
譲
与
税
、

地
方
消
費
税
交
付
金
な
ど
）

▼
物
件
費
と
は

賃
金
、
光
熱
水
費
、
委
託
料
、
賃
借
料
と

い
っ
た
消
費
的
な
性
質
を
も
つ
経
費
で
す
。

▼
公
債
費
と
は

大
規
模
な
事
業
を
行
う
た
め
に
借
り
た
お

金
（
地
方
債
）
の
元
金
・
利
子
を
返
済
す
る

た
め
の
経
費
で
す
。

▼
繰
入
金
・
繰
出
金
と
は

一
般
会
計
、
特
別
会
計
、
基
金
と
の
間
で
、

相
互
に
資
金
運
用
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

▼
補
助
費
等
と
は

地
区
補
助
金
、
南
河
内
清
掃
施
設
組
合
負

担
金
と
い
っ
た
各
種
団
体
に
対
す
る
助
成
金

や
負
担
金
な
ど
の
経
費
で
す
。

▼
扶
助
費
と
は

老
人
医
療
助
成
費
、
児
童
手
当
と
い
っ
た

高
齢
者
、
児
童
、
障
害
者
な
ど
の
生
活
を
支

援
す
る
た
め
の
経
費
で
す
。

ベ
ン
ト
の
実
施
な
ど
）

３
９
９
万
円

¡
ロ
ー
プ
ウ
ェ
イ
曳
索
・
平
衡
索
取
替
工

事
、
制
御
盤
更
新
工
事

３，

５
３
０
万
円

や
す
ら
ぎ
、
安
心
し
て
暮
ら
せ
る

地
域
社
会
を
形
成
し
ま
す

¡
特
定
健
康
診
査
等
実
施
計
画
の
策
定

３
１
５
万
円

¡
後
期
高
齢
者
医
療
費
（
電
算
シ
ス
テ
ム
開

発
、
使
用
料
な
ど
）

１，

８
１
１
万
円

¡
老
人
保
健
事
業
（
各
種
健
診
、
健
診
デ
ー

タ
の
シ
ス
テ
ム
化
な
ど
）１，

５
４
５
万
円

¡
母
子
保
健
事
業
（
乳
幼
児
健
診
、
各
種
教

室
な
ど
）

２
８
０
万
円

¡
予
防
接
種
事
業

５
１
６
万
円

¡
地
域
福
祉
計
画
の
策
定

１
７
４
万
円

誰
も
が
地
域
を
誇
れ
る

こ
こ
ろ
を
育
み
ま
す

¡
教
育
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
支
援

２
０
万
円

¡
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

４
２
万
円

¡
小
学
校
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行４

６
２
万
円

¡
中
学
校
の
下
水
道
接
続
工
事

３
０
０
万
円

¡
赤
阪
小
学
校
の
耐
震
診
断１，

０
０
０
万
円

¡
中
学
校
生
徒
用
机
・
椅
子
の
更
新

１
３
６
万
円

¡
学
校
の
安
全
対
策
（
受
付
員
の
配
置
）

２
８
７
万
円

123

4

5

6

平
成
19
年
度
の
主
な
施
策

平
成
19
年
度
の
主
な
施
策

こ
と
ば
の
説
明

▲村営ロープウェイ

▲赤阪小学校
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昭
和
62
年
４
月
９
日
ま
で
に
生
ま

れ
、
平
成
18
年
12
月
29
日
以
前
か
ら

投
票
で
き
る
人

引
き
続
き
千
早
赤
阪
村
の
住
民
基
本

台
帳
に
記
載
さ
れ
て
い
る
人
で
す
。

た
だ
し
、
最
近
住
所
を
移
さ
れ
た
人

は
、
次
の
表
を
参
考
に
し
て
く
だ
さ

い
。

※
投
票
す
る
際

に
、
市
区
町
村

長
が
発
行
す
る

「
引
き
続
き
大

阪
府
内
に
住
所

を
有
す
る
旨
の

証
明
書
」
が
必

要
で
す
。

投
票
日
ま
で
に

最
寄
り
の
市
役
所

ま
た
は
町
村
役
場

の
住
民
票
担
当
窓

口
で
交
付
を
受
け

て
く
だ
さ
い
。
た

だ
し
、
い
ず
れ
の

場
合
も
旧
住
所
地

の
選
挙
人
名
簿
に

登
録
さ
れ
て
い
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。

第
１
　
赤
阪
小
学
校
体
育
館

第
２
　
千
早
小
学
校
体
育
館

第
３
　
千
早
老
人
憩
い
の
家

第
４
　
小
吹
台
小
学
校
体
育
館

４
月
８
日（
日
）

午
後
９
時
15
分
〜

く
す
の
き
ホ
ー
ル
2
階
会
議
室

投
票
日
に
次
の
よ
う
な
理
由
に
該

当
す
る
と
見
込
ま
れ
る
人
は
、
期
日

前
投
票
が
で
き
ま
す
。

（
ア
）
仕
事
や
冠
婚
葬
祭
な
ど
の
予

定
が
あ
る
人
。

（
イ
）
レ
ジ
ャ
ー
や
買
物
な
ど
の
私

用
で
、
投
票
日
に
投
票
区
内
に

い
な
い
人
。

（
ウ
）
病
気
や
け
が
、
妊
娠
な
ど
の

理
由
で
歩
け
な
い
人
。

（
エ
）
引
っ
越
し
な
ど
を
し
て
、
大

阪
府
内
の
他
の
市
町
に
住
ん
で

い
る
人
。
た
だ
し
、
千
早
赤
阪

村
の
選
挙
人
名
簿
に
登
録
さ
れ

て
い
る
人
で
、
平
成
18
年
12
月

30
日
以
後
に
新
住
所
地
に
転
入

の
届
け
出
を
し
た
人
。
こ
の
場

合
、
住
民
票
担
当
窓
口
で
交
付

す
る
「
引
き
続
き
大
阪
府
内
に

住
所
を
有
す
る
旨
の
証
明
書
」

が
必
要
で
す
。

期
日
前
投
票

開
票
場
所

開
票
日
時

投
票
場
所

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
戦
傷
病

者
手
帳
の
交
付
を
受
け
て
い
る
人

で
、
一
定
の
要
件
を
満
た
す
人
、
介

護
保
険
法
上
の
要
介
護
者
で
、
介
護

保
険
の
被
保
険
者
証
に
要
介
護
状
態

区
分
が
「
要
介
護
5
」
と
記
載
さ
れ

て
い
る
人
は
「
郵
便
に
よ
る
不
在
者

投
票
」
が
で
き
ま
す
。

な
お
、
投
票
用
紙
の
請
求
期
限
は

４
月
４
日
（
水
）
ま
で
で
す
。
あ
ら

か
じ
め
申
請
し
て
交
付
を
受
け
た

「
郵
便
投
票
証
明
書
」
を
添
え
て
、

早
め
に
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

ま
た
病
院
に
入
院
中
の
人
や
老
人
ホ

ー
ム
な
ど
に
入
所
中
の
人
に
つ
い
て

は
、
不
在
者
投
票
の
で
き
る
指
定
施

設
で
あ
れ
ば
、
そ
の
施
設
で
投
票
が

で
き
ま
す
。
投
票
を
行
う
こ
と
を
そ

の
病
院
、
老
人
ホ
ー
ム
な
ど
に
申
し

出
て
く
だ
さ
い
。

郵
便
に
よ
る
不
在
者
投
票
を
す
る

こ
と
が
で
き
る
選
挙
人
で
、
自
ら
投

票
の
記
載
が
で
き
な
い
人
は
、
あ
ら

か
じ
め
村
選
挙
管
理
委
員
会
の
委
員

長
に
届
け
出
た
人
（
選
挙
権
を
有
す

る
人
に
限
る
）
に
投
票
に
関
す
る
記

載
を
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

期
間

３
月
31
日（
土
）
〜

４
月
７
日（
土
）

期
日
前
投
票
・

不
在
者
投
票
の
期
間

代
理
記
載
制
度

不
在
者
投
票

場
所

村
役
場
１
階

時
間

午
前
８
時
30
分
〜
午
後
８
時

投
票
日
に
投
票
所
で
手
話
通
訳
者

の
派
遣
を
希
望
す
る
人
は
、
村
選
挙

管
理
委
員
会
ま
で
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。点

字
に
よ
っ
て
投
票
す
る
人
は
、

投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て
く
だ
さ

い
。病

気
や
け
が
な
ど
何
か
の
理
由
で

文
字
の
書
け
な
い
人
は
申
し
出
て
く

だ
さ
い
。

投
票
所
の
係
員
が
あ
な
た
の
指
示

す
る
候
補
者
名
を
正
し
く
記
入
し
ま

す
。点

字
に
よ
る
選
挙
公
報
と
選
挙
公

報
朗
読
テ
ー
プ
を
希
望
す
る
人
は
大

阪
府
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
に
連

絡
し
て
く
だ
さ
い
。

介
助
な
ど
お
手
伝
い
が
必
要
な
と

き
は
、
投
票
所
の
係
員
に
申
し
出
て

く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡

村
選
挙
管
理
委
員
会

¡

大
阪
府
選
挙
管
理
委
員
会

1
０
６
（
６
９
４
１
）
０
３
５
１

そ
の
他

点
字
に
よ
る
選
挙
公
報
な
ど

代
理
投
票

点
字
投
票

手
話
通
訳

■
投
票
日
時
　
４
月
８
日（
日
）

午
前
７
時
〜
午
後
８
時

届 出 の 別 届 出 の 日 投票場所・投票の可否

大阪府外から 平成18年12月29日以前 千早赤阪村で投票できる

転入された人
平成18年12月30日以後 投票できません

大阪府内の他の 平成18年12月29日以前 千早赤阪村で投票できる
市町から転入
された人 平成18年12月30日以後 前住所地で投票できる（※）

大阪府外へ転出 全　　　期　　　間 投票できません
された人

平成18年12月29日以前 新住所地で投票できる
大阪府内の他の に新住所地に転入届
市町へ転出され
た人 平成18年12月30日以後 千早赤阪村で投票できる（※）

に新住所地に転入届

転
入
届
を
さ
れ
た
人

転
出
届
を
さ
れ
た
人

大
阪
府
議
会
議
員
選
挙

大
阪
府
議
会
議
員
選
挙
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村
で
は
、
武
力
攻
撃
や
大
規
模
テ

ロ
が
発
生
し
た
場
合
に
お
け
る
村
民

の
皆
さ
ん
の
安
全
な
避
難
や
救
援
の

た
め
、
村
国
民
保
護
協
議
会
の
意
見

を
踏
ま
え
、「
千
早
赤
阪
村
国
民
保

護
計
画
」
を
平
成
19
年
２
月
に
策
定

し
ま
し
た
。

◆
「
国
民
保
護
法
」

平
成
16
年
９
月
に
施
行
し
た
「
武

力
攻
撃
事
態
等
に
お
け
る
国
民
の
保

護
の
た
め
の
措
置
に
関
す
る
法
律

（
国
民
保
護
法
）」
に
基
づ
き
、
外
国

か
ら
の
武
力
攻
撃
や
対
規
模
テ
ロ
な

ど
か
ら
国
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産

を
守
り
、
国
民
生
活
や
国
民
経
済
に

与
え
る
影
響
が
最
小
限
と
な
る
よ
う

定
め
た
も
の
で
す
。

◆
「
国
民
保
護
計
画
」

国
民
の
生
命
・
身
体
・
財
産
を
守

る
た
め
に
政
府
が
策
定
す
る
基
本
的

な
方
針
に
基
づ
き
、
国
や
府
、
村
が

連
携
し
て
住
民
の
避
難
・
救
援
・
武

力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処
な
ど
を
実
施

す
る
計
画
を
定
め
た
も
の
で
す
。

◆
国
民
の
保
護
に
関
す
る
措
置
の
仕

組
み

下
図
の
３
つ
の
柱
（
避
難
・
救

援
・
武
力
攻
撃
災
害
へ
の
対
処
）
を

主
体
に
定
め
た
も
の
が
、
千
早
赤
阪

村
国
民
保
護
計
画
で
す
。

◆
国
民
保
護
計
画
の
概
要

武
力
攻
撃
事
態
へ
の
対
処

村
は
、
緊
急
事
態
が
発
生
し
た
場

合
「
千
早
赤
阪
村
国
民
保
護
対
策
本

部
」
を
設
置
し
て
、
国
や
府
と
協
力

し
な
が
ら
、
村
内
に
居
住
、
滞
在
す

る
す
べ
て
の
人
を
対
象
に
対
策
を
実

施
し
ま
す
。

○
関
係
機
関
と
の
連
携

国
、
府
、
近
隣
関
係
市
町
と
連
携

し
、保
護
対
策
を
円
滑
に
進
め
ま
す
。

○
警
報
の
伝
達

国
民
保
護
用
サ
イ
レ
ン
、
広
報
車

な
ど
に
よ
り
警
報
を
伝
え
ま
す
。

○
避
難
誘
導
・
避
難
住
民
の
救
援

避
難
実
施
要
領
を
作
成
し
、
速
や

か
な
避
難
が
実
施
で
き
る
よ
う
に
し

ま
す
。

避
難
所
の
開
設
、
食
糧
、
水
、
医

療
な
ど
の
提
供
を
行
い
ま
す
。

平
素
か
ら
の
備
え

緊
急
時
に
住
民
の
避
難
、
救
援
な

ど
を
的
確
か
つ
迅
速
に
行
え
る
よ
う

必
要
な
備
え

○
組
織
・
体
制
の
整
備

国
民
保
護
措
置
に
必
要
な
組
織
体

制
及
び
24
時
間
即
応
可
能
な
体
制
の

整
備
を
行
い
ま
す
。

関
係
機
関
と
の
連
携
体
制
の
整
備

を
行
い
ま
す
。

○
訓
練
の
実
施

府
や
近
隣
関
係
市
町
と
協
力
し
、

防
災
訓
練
と
あ
わ
せ
て
避
難
訓
練
な

ど
を
実
施
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
総
務
課

■身体障害者手帳の再交付などの事務

紛失や破損などによる身体障害者手帳
の再交付は、これまで知事が手帳を作成
し、本村の窓口を経由して交付していま
したが、平成19年４月1日から、権限移
譲により、村長が作成し交付することと
なり、窓口での再交付期間が短縮されま
す。
また、不在者投票申請の際に必要とな

る障害程度の証明についても村長が行う
こととなり、窓口が大阪府から村健康福
祉課に変わります。
〈問い合わせ〉健康福祉課

4月から大阪府の事務の一部が移譲されます

■鳥獣捕獲に関する事務

野生の鳥獣を捕獲するには、鳥獣保護法による「許可」が必要です。
平成19年４月１日から、いわゆる有害鳥獣の捕獲などの「許可」が、知
事の許可から、村長による許可に変わります。

野生の鳥獣を飼養するには、鳥獣保護法による「登録」が必要です。
平成19年４月１日から、鳥獣の飼養の「登録」が、知事の登録から、村
長の登録に変わります。
これに伴い手続きの窓口が、大阪府南河内農と緑の総合事務所から、

村産業振興課に変わります。
〈問い合わせ〉産業振興課

４月１日から身体障害者手帳の再交
付などに係る期間が短縮されます。

４月１日から、一部の鳥獣捕獲許可の手続きの窓口が、村役場
に変わります。

４月１日から、メジロ等の飼養登録（更新）などの手続きの窓口
が、村役場に変わります。

4月から大阪府の事務の一部が移譲されます

「
千
早
赤
阪
村
国
民
保
護
計
画
」
を
策
定

「
千
早
赤
阪
村
国
民
保
護
計
画
」
を
策
定

「
千
早
赤
阪
村
国
民
保
護
計
画
」
を
策
定
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駐
車
監
視
員
の
資
格
を
得
る
た
め

の
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
し
ま
す
。

日
程

第
１
回
　
６
月
６
日（
水
）・
７
日（
木
）、

考
査
16
日（
土
）

第
２
回
　
６
月
14
日（
木
）・
15
日（
金
）、

考
査
23
日（
土
）

第
３
回
　
６
月
20
日（
水
）・
21
日（
木
）、

考
査
30
日（
土
）

第
４
回
　
７
月
26
日（
木
）・
27
日（
金
）、

考
査
８
月
８
日（
水
）

第
５
回
　
７
月
31
日（
火
）、
８
月
１
日

（
水
）、
考
査
８
月
８
日（
水
）

定
員

各
回
３
０
０
人
程
度

（
申
込
多
数
の
場
合
は
抽
選
）

受
付
期
間

第
１
回
〜
第
３
回
　
４
月
７
日（
土
）

〜
27
日（
金
）

第
４
回
〜
第
５
回
　
６
月
９
日（
土
）

〜
29
日（
金
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

大
阪
府
警
察
本
部
駐
車
管
理
セ
ン

タ
ー

1
０
６
（
４
３
９
８
）
１
２
１
０

キ
ャ
ン
パ
ス
い
っ
ぱ
い
の
千
本
桜

を
楽
し
み
ま
せ
ん
か
？

期
間

３
月
26
日（
月
）

〜
４
月
15
日（
日
）

※
４
月
７
日（
土
）・
８
日（
日
）は
エ

ア
ス
ラ
イ
ダ
ー
、
サ
ー
キ
ッ
ト
、

体
験
講
座
な
ど
の
催
し
が
あ
り
ま

す
。

場
所

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
キ

ャ
ン
パ
ス

（
羽
曳
野
市
学
園
前
3-

2-

1
）

〈
問
い
合
わ
せ
〉

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学
エ
ク
ス

テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

1
０
７
２
（
９
５
６
）
３
３
４
５

献
　
血

３
月
19
日
に
行
い
ま
し
た
「
愛
の

献
血
」
に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
結
果
は
次

の
と
お
り
で
す
。

受
付
　
36

人

※
次
回
は
７
月
23
日（
月
）に
行
い
ま

す
の
で
、
ご
協
力
お
願
い
し
ま
す
。

寄
付ご

芳
志
は
、
地
域
福
祉
の
向
上
の

た
め
に
有
意
義
に
活
用
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。

〈
敬
称
略
〉

社
会
福
祉
協
議
会
善
意
銀
行

◎
中
岡
義
隆
（
小
吹
１
４
０
―

1
）

１
０
０，

０
０
０
円

亡
母
ヨ
シ
エ
の
満
中
陰
志
と
し
て

〈
問
い
合
わ
せ
〉

千
早
赤
阪
村
社
会
福
祉
協
議
会

1
&2
０
２
９
４

狂
犬
病
は
、
す
べ
て
の
ほ
乳
類
に

感
染
し
、
発
症
す
れ
ば
人
も
動
物
も

１
０
０
％
死
亡
す
る
大
変
恐
ろ
し
い

病
気
で
、
世
界
中
で
発
生
し
て
い
ま

す
。
日
本
で
は
、
犬
の
登
録
と
予
防

注
射
が
徹
底
化
さ
れ
、
数
少
な
い
狂

犬
病
清
浄
国
の
ひ
と
つ
で
す
が
、
安

心
は
し
て
い
ら
れ
ま
せ
ん
。

村
で
は
、
巡
回
に
よ
る
飼
い
犬
の

登
録
お
よ
び
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

を
行
い
ま
す
。
飼
い
犬
は
、
狂
犬
病

予
防
法
に
基
づ
き
、
登
録
と
年
１
回

の
狂
犬
病
予
防
注
射
の
接
種
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
機

会
に
受
け
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

【
注
意
事
項
】

狂犬病予防集合注射の日程

※時間については前後する場合がありますのでご了承ください。

4月20日（金）
雨天中止の場合4月26日（木）に順延します。

午前

9時30分～9時45分 桐山老人憩いの家下

9時50分～10時10分 二河原辺ちびっこ老人憩いの広場

10時20分～10時40分 水分地区利用組合みかん貯蔵所前

10時50分～11時10分 川野辺老人憩いの家前

11時20分～11時50分 森屋消防倉庫前

午後

1時10分～1時30分 役場プレハブ横駐車場

1時40分～2時10分 JA大阪南赤阪支店前

2時20分～2時50分 自然休養村管理センター駐車場

3時10分～3時30分 千早老人憩いの家前

4月23日（月）
雨天中止の場合4月27日（金）に順延します。

午前

9時30分～9時45分 吉年老人憩いの家前

9時55分～10時25分 東阪バス停前

（旧JA大阪南千早支店前）

10時35分～10時55分 上東阪消防倉庫前

11時5分～11時30分 中津原集会所前（中津橋横）

11時40分～正午 小吹老人憩いの家前

午後
1時10分～3時30分 小吹台老人憩いの家前

飼
い
犬
登
録
と
狂
犬
病
予
防
集
合
注
射

①
登
録
済
の
飼
い
犬
に
つ
い
て
は
、

３
月
下
旬
に
郵
送
し
た
実
施
案
内
に

同
封
の
狂
犬
病
予
防
注
射
交
付
手
数

料
領
収
書
を
必
ず
持
参
く
だ
さ
い
。

（
持
参
さ
れ
な
い
と
順
番
を
お
待
ち

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。）

②
集
合
注
射
料
金
は
３，

２
０
０
円

で
す
。

な
お
、
生
後
91
日
以
上
の
犬
の
飼

主
は
、
飼
っ
た
日
か
ら
30
日
以
内
に

登
録
を
し
、
鑑
札
を
つ
け
る
よ
う
法

律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
登
録

（
手
数
料
３，

０
０
０
円
）
は
生
涯

１
回
で
す
。

③
雨
天
の
場
合
、
中
止
す
る
こ
と
が

あ
り
ま
す
の
で
、
住
民
課
ま
で
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

④
狂
犬
病
予
防
注
射
は
毎
年
１
回
必

ず
受
け
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
集

合
注
射
を
受
け
ら
れ
な
か
っ
た
場
合

は
、
最
寄
り
の
動
物
病
院
で
狂
犬
病

予
防
注
射
を
済
ま
せ
た
後
、
住
民
課

で
済
票
の
交
付
手
続
を
し
て
く
だ
さ

い
。
済
票
は
、
飼
犬
に
つ
け
る
よ
う

法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
交
付

手
数
料
は
５
５
０
円
で
す
。

⑤
予
防
注
射
の
常
と
し
て
、
ま
れ
に

シ
ョ
ッ
ク
を
起
こ
し
、
最
悪
の
場
合
死

亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
狂
犬
病

予
防
注
射
も
例
外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

⑥
捨
て
犬
や
野
犬
に
つ
い
て
は
、
富

田
林
保
健
所
1
@3
２
６
８
１
に
相
談

し
て
く
だ
さ
い
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
住
民
課

駐
車
監
視
員
資
格
者
講
習

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら

お
知
ら
せ

四
天
王
寺
国
際
仏
教
大
学

第
10
回
Ｉ
Ｂ
Ｕ
桜
Ｗ
Ｅ
Ｅ
Ｋ
Ｓ



■
成
年
後
見
制
度

認
知
症
・
知
的
障
害
・
精
神
障
害
な
ど
に
よ
り
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方

の
法
律
行
為
（
財
産
管
理
や
契
約
の
締
結
な
ど
）
を
家
庭
裁
判
所
が
選
任
し

た
成
年
後
見
人
な
ど
が
、
本
人
を
代
理
し
て
契
約
を
行
っ
た
り
、
同
意
を
得

な
い
で
行
っ
た
不
利
益
な
契
約
を
取
り
消
す
な
ど
の
保
護
や
支
援
を
行
い
ま

す
。
こ
の
制
度
の
申
し
立
て
は
、
本
人
、
配
偶
者
、
４
親
等
内
の
親
族
な
ど

が
行
え
ま
す
。

■
権
利
擁
護
相
談
事
業

自
己
の
判
断
の
み
で
は
意
思
決
定
に
支
障
の
あ
る
認
知
症
高
齢
者
、
知
的

障
害
者
、
精
神
障
害
者
な
ど
の
権
利
擁
護
や
生
活
上
の
不
安
や
困
り
ご
と
に

関
す
る
電
話
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す
。（
専
門
的
な
助
言
が
必
要
な
と
き
は
、

弁
護
士
や
社
会
福
祉
士
な
ど
の
専
門
家
に
よ
る
面
接
相
談
を
行
い
ま
す
。
無

料
・
要
予
約
）

次
の
よ
う
な
悩
み
が
あ
れ
ば
、
気
軽
に
相
談
く
だ
さ
い
。

・
年
金
が
本
人
の
た
め
に
つ
か
わ
れ
て
い
な
い
。

・
悪
質
商
法
に
の
せ
ら
れ
て
不
必
要
な
も
の
を
買
わ
さ
れ
た
。

・
自
分
が
亡
く
な
っ
た
後
、
障
害
の
あ
る
わ
が
子
の
財
産
の
管
理
は
。

・
最
近
、
物
忘
れ
が
ひ
ど
い
。
相
続
や
遺
言
の
こ
と
で
悩
ん
で
い
る
。

・
施
設
や
職
場
、
学
校
、
病
院
で
の
権
利
侵
害
、
人
間
関
係
の
ト
ラ
ブ
ル
。

・
障
害
の
あ
る
子
が
借
金
を
し
て
し
ま
い
、
も
は
や
返
済
が
困
難
。
な
ど

◎
相
談
窓
口：

大
阪
後
見
支
援
セ
ン
タ
ー
（
大
阪
府
社
会
福
祉
協
議
会
）

1
06（
６
７
６
４
）５
６
０
０
（
月
〜
金
）

午
前
10
時
〜
午
後
４
時

■
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

（
権
利
擁
護
に
関
す
る
相
談
・
日
常
生
活
支
援
）

自
己
の
判
断
の
み
で
は
意
思
決
定
に
支
障
の
あ
る
認
知
症
高
齢
者
、
知
的

障
害
者
、
精
神
障
害
者
な
ど
の
方
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
利
用
手
続
き
な
ど
の

援
助
や
日
常
生
活
上
の
見
守
り
や
金
銭
管
理
を
サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉
大
阪
府
消
費
生
活
セ
ン
タ
ー
1
06（
６
９
４
５
）０
９
９
９

◆
一
般
書

決
戦
川
中
島
―
風
雲
の
武
将
信
玄
―
　

（
松
本
清
張
）

最
愛
　
　
　
　
　
　
　（
真
保
裕
一
）

向
井
帯
刀
の
発
心
　
　（
佐
藤
雅
美
）

ド
ア
Ｄ
　
　
　
　
　
　（
山
田
悠
介
）

喪
失
　
　
　
　
　
　
　（
森
村
誠
一
）

フ
ィ
ッ
シ
ュ
ス
ト
ー
リ
ー

（
伊
坂
幸
太
郎
）

氷
結
の
森
　
　
　
　
　（
熊
谷
達
也
）

戦
場
の
ニ
ー
ナ
　
　（
な
か
に
し
礼
）

か
げ
ろ
う
　
　
　
　（
藤
堂
志
津
子
）

◆
児
童
書

風
の
館
の
物
語
１（
あ
さ
の
あ
つ
こ
）

月
光
の
コ
パ
ン
　
　
　（
舟
崎
克
彦
）

だ
い
す
き（
ア
ン
ド
レ
・
ダ
ー
ハ
ン
）

◆
お
知
ら
せ

【
お
は
な
し
広
場
】

日
時
　
４
月
18
日（
水
）

午
後
２
時
〜

場
所
　
こ
ご
せ
幼
稚
園

対
象
　
幼
児

こ
ん
な
制
度
や
事
業
も
あ
り
ま
す
・
・
・

春

耕

す

弓

な

り

の

畦

大

切

に

屈

強

な

男

が

用

意

盆

梅

展

グ
ラ
ン
ド
へ
飛
び
出
す
足
に
春
立
て
り

四
温
光
机
の
上
の
ラ
ン
ド
セ
ル

ほ
く
ほ
く
と
日
を
溜
め
込
み
て
春
の
土

声
掛
け
て
母
の
墓
前
に
寒
の
水

阿
　
戸
　
敏
　
明

奥
　
野
　
千
　
秋

尾
　
谷
　
文
　
子

貝
　
長
　
　
　
徹

彼
　
塚
　
富
久
子

彼
　
塚
　
正
　
子

俳

句

コ

ー

ナ

ー

受
付
期
間

う
け
つ
け
き
か
ん

４
月が

つ

30
日に

ち（
月げ

つ

）ま
で
と
９
月が

つ

１
日

つ
い
た
ち

（
土ど

）か
ら
９
月が
つ

10
日
と
う
か（
月げ
つ

）ま
で（
た

だ
し
学
校
が
っ
こ
う

の
休
業
日

き
ゅ
う
ぎ
ょ
う
び

を
除の
ぞ

く
）

対
象

た
い
し
ょ
う

16
歳さ

い

以
上

い
じ
ょ
う

の
人ひ

と

、
大
阪

お
お
さ
か

府
内

ふ
な
い

の
人ひ

と

（
外
国
籍

が
い
こ
く
せ
き

の
人ひ

と

も
可か

）

授
業
料

じ
ゅ
ぎ
ょ
う
り
ょ
う

無
料
む
り
ょ
う

〈
問と

い
合あ

わ
せ
〉

学
校
教
育
課

が
っ
こ
う
き
ょ
う
い
く
か

1
&2
１
３
０
０

青
い
鳥
郵
便
葉
書
の

無
償
配
布

郵
便
局
で
は
、
重
度
の
身
体
障
害

者
（
１
級
ま
た
は
２
級
）、
知
的
障

害
者
（
療
育
手
帳
「
Ａ
」（
ま
た
は

１
度
、
２
度
）
の
人
を
対
象
に
一
人

20
枚
の
通
常
郵
便
葉
書
（「
く
ぼ
み

入
り
」、「
無
地
」
ま
た
は
「
イ
ン
ク

ジ
ェ
ッ
ト
紙
」
の
い
ず
れ
か
１
種
類

を
選
択
）
を
無
償
配
布
し
ま
す
。

受
付

４
月
２
日（
月
）〜
５
月
31
日（
木
）

申
込
方
法

身
体
障
害
者
手
帳
ま
た
は
療
育
手

帳
を
持
参
し
、
最
寄
の
郵
便
局
で
申

し
込
ん
で
く
だ
さ
い（
代
理
・
郵
送
可
）。

※
配
布
方
法
は
４
月
20
日（
金
）以
降

に
郵
送
し
ま
す
。
な
お
、
４
月
20
日

日
以
降
に
河
南
郵
便
局
に
申
し
込
ん

だ
人
は
そ
の
場
で
配
布
し
ま
す
。

〈
問
い
合
わ
せ
〉

¡
河
南
郵
便
局
　
1
(3
２
０
５
０

¡
千
早
赤
阪
小
吹
郵
便
局

1
&2
７
２
７
２

い
ろ
い
ろ
な
事
情
じ
じ
ょ
う

で
義
務
ぎ

む

教
育

き
ょ
う
い
く

を

修
了
し
ゅ
う
り
ょ
うで
き
な
か
っ
た
人ひ
と

、「
あ
い
う

え
お
」
か
ら
勉
強

べ
ん
き
ょ
う

が
で
き
、
中
学
校

ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

卒
業
そ
つ
ぎ
ょ
うの
資
格
し
か
く

も
と
れ
る
夜
間
中
学
校

や
か
ん
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

で
一
緒
い
っ
し
ょ

に
勉
強

べ
ん
き
ょ
う
し
ま
し
ょ
う
。
簡
単
か
ん
た
ん

な
給
食

き
ゅ
う
し
ょ
くも
あ
り
ま
す
。

夜
間
中
学
校

や
か
ん
ち
ゅ
う
が
っ
こ
う

生
徒

せ

い

と

募
集

ぼ
し
ゅ
う

10



休日診療

胃・大腸がん検診
月　　日 ４月27日（金）・５月20日（日）
受　　付 午前９時～11時15分

対　　象 受診日現在、40歳以上の人
（39歳以下の人は受診できません）

受診できる回数 年１回
定　　員 各50人
内　　容 胃－問診・Ｘ線間接撮影　

大腸－問診・便潜血検査
受 診 料 胃－800円・大腸－200円

場　所 保健センター
＊受診料は「千早赤阪村行財政改革実施計画」（平成18年
３月策定）にのっとり、平成19年度より変更になります
のでご了承ください。
＊負担していただく受診料はいずれも検査料金の2割程度
です。当日受付で支払ってください。
（生活保護世帯の人は受診料が免除されます。保健セン
ター福祉係へ事前に申し出てください。）

＊定員になり次第締め切ります。予約をされた人には検診
日の２週間前頃に受診票と詳しい案内を送ります。
＊介助の必要な人は相談ください。
＊大腸がん検診だけを受診する人で、当日本人が来られな
い場合は必ず相談ください。

〈予約・問い合わせ〉健康福祉課（保健センター）1&20069

子 宮 が ん 検 診
月　　日 ５月11日（金）
受　　付 午後１時15分～３時

受診日現在、20歳以上の和暦で偶数年生ま

対　　象 れの人（ただし、奇数年生まれでも昨年度
受診していない人は受診できます）（19歳以
下の人は受診できません）

受診できる回数 ２年に１回
定　　員 55人
内　　容 問診・内診・子宮頚部細胞診
受 診 料 600円

乳　が　ん　検　診
月　　日 ５月11日（金）
受　　付 午後１時15分～３時

受診日現在、40歳以上の和暦で偶数年生ま
れの人（ただし、奇数年生まれでも昨年度
受診していない人は受診できます）
※次の人は検診対象外です
主治医にご相談の上、医療機関で受診し

対　　象 てください
¡39歳以下の人
¡妊娠中または妊娠の可能性のある人
¡授乳中の人
¡心臓ペースメーカーを装着している人
¡豊胸術をしている人

受診できる回数 ２年に１回
定　　員 40人
内　　容 問診・視診・触診・乳房Ｘ線検査
受 診 料 900円

がん検診の受付は、４・５月分は３月から、９～12月分
は６月から受け付けています。
乳がん検診は多数の申し込みがあり、キャンセル待ちで

受け付けています。
〔４・５月分のがん検診の予約を受け付けます〕

が ん 検 診 の お 知 ら せ

※日本脳炎（１・２期）の予防接種は、厚生労働省の勧告
により、現在接種を見合わせています。
※予防接種を受ける際の相談やお困りのこと等があれば保
健センター（1&20069）に連絡ください。

受付 午後１時30分～３時　　場所 保健センター

予　防　接　種

種 類 月　日 対　象 備　考

生後●●●
ポ リ オ ４月４日（水）３カ月以上

90カ月未満

¡母子手帳、予診票持参。
¡下痢の人は受けられません。
¡平熱が37℃以上の人は接種
前１週間分の体温を記録し
て持参。

親子で手遊びやリズム体操、家ではできないダイナミッ
クな遊びなどを行います。今回は５回目に、お母さん向け
の参加体験型講演会（保育付き）を企画しています。お子
さんと一緒に遊びに来ませんか。
日時 ５月17日（木）・５月24日（木）・５月31日（木）

６月７日（木）・６月14日（木）・６月21日（木）
６月28日（木）の午前10時～11時30分（７回コース）

場所 保健センターなど
対象 １歳６か月から３歳未満の幼児とその保護者

兄弟姉妹も同伴可
定員 15組（初回の人優先）
費用 無料
受付 ４月２日（月）～27日（金）
〈申し込み・問い合わせ〉健康福祉課

あそびの教室参加者募集！！

健康診査＆相談など
種　　　類 月　日 受　付 対　　象

★相談や検査に関するプライバシーは守ります

種　　　類 月日（祝日は除く） 受　付 備　　考
富
田
林
保
健
所
　
1

@3

２
６
８
１

第１・３
午前

一 般 健 康 相 談
水曜日

９時30分 有料・予約制
～10時30分
午前

こころの健康相談（月）～（金）９時30分 予約制
～午後５時

エイズに関する 午前

相　　　　　　談（月）～（金）９時30分 電話相談も可
～午後５時

血　液　検　査
エイズ・梅毒

第１・３ 午後１時

クラミジア
水曜日 ～２時

血　液　検　査 第１・３ 午前

［肝炎ウイルス］ 水曜日 ９時30分～ 有料・予約制
10時30分

¡飲用水・井戸水検査 毎週月曜日 午前
¡腸内細菌検査 ９時30分 有料
¡寄生虫卵検査 ～11時30分

な か よ し 広 場 ４月３日（火）午前10時 ０歳～幼稚園入
（親と子の交流会）４月18日（水）～11時30分 園前の乳幼児と５月１日（火） 保護者
あかちゃん広場

４月18日（水）
午前10時 ０～１歳ごろま

（交流会･遊び･相談） ～11時30分 での乳幼児
離 乳 食 講 習 会

４月18日（水）
午前10時 １歳までの乳児

（あかちゃん広場に併設） ～11時45分 の家族
１ 歳 ６ カ 月 児 午後１時 平成17年７月
健　康　診　査 ４月11日（水）～１時10分 ～９月生
３ 歳 ６ カ 月 児 午後１時45分 平成15年７月
健　康　診　査 ～１時55分 ～９月生
２歳児歯科健診 午後１時 平成17年１月

～１時15分 ～３月生
1歳6カ月・2歳

４月20日（金）
午後1時45分

歯科フォロー健診 ～2時00分
３歳６カ月
午後2時15分
～2時30分
午前10時 歯・歯ぐき・入

個 別 歯 科 相 談４月23日（月）～11時30分 れ歯に関する相
（要予約） 談を希望する人
午後 食事療法が必要

個別健康栄養相談 ４月27日（金）１時30分～ な人、健康のた
（要予約） め食生活を改善したい人

保 健 師 に よ る 午前10時 健康・育児・介
健　康　相　談 ４月24日（火） ～正午 護など相談を希
（電話・来庁） （来庁の場合要予約）望する人

保健師による 午後１時30分 健康・育児・介

健 康 相 談
４月４日（水） ～３時30分 護など相談を希望する人

エイズ抗体検査
は無料、そのほ
か手数料が必要
な場合あり］［

（月曜日が祝日
の時は翌日）

い
き
い
き
サ
ロ
ン

や
ま
ゆ
り

健
康
福
祉
課（
保
健
セ
ン
タ
ー
）
1
&2
０
０
６
９

１歳６カ月・２
歳・３歳６カ月
児健診で虫歯に
なりやすいと判
定された幼児

診療科 実施日 時　間 備　　　考
休日診療所　128－1333
住所　富田林市向陽台1－3－38内科・歯科

小　児　科

日曜日・祝日
年末年始

（12月29日～
1月3日）

受付
午前9時～11時30分
午後1時～3時30分

富田林病院　129－1121（代表）
住所　富田林市向陽台1－3－36

小児夜間救急医療（365日/月～土曜日午後8時～翌朝8時/日曜日午
後4時～翌朝8時）富田林消防署　125－1122
消防署では、夜間の小児急病診療を行っている当番病院を紹
介し、場合によっては救急車での搬送を行います。

けんこうのページ けんこうのページ けんこうのページ 
〈問い合わせ〉
健康福祉課
保健センター　1&20069
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大阪府救急医療情報センター（365日/24時間対応）106（6761）1199
救急車を呼ぶほどではないが適切な医療機関がわからないと
き、各科の診療状況がわかります。

「こどもの救急」ホームページ（http://kodomo-qq.jp/）
夜間や休日などの診療時間外に病院を受診するかどうか判断
する際の参考にしてください。

大阪府小児救急電話相談（365日/午後8時～翌朝8時）106（6765）3650
夜間の子どもの急病時、病院に行ったほうが良いかどうか判
断に迷う時、小児科医の支援体制のもとに看護師や保健師が
相談に応じます。（診断や指示などの医療行為は行いません）
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▲児童のお別れの言葉・歌
児童たちは、全員舞台に立ち、一人ひとり感謝の気持ちを込めて

“ありがとう”のお別れの言葉を述べました。

▲記念碑
ふるさと千早地区のさらなる発展を念じた閉校記念碑

▲思い出を語る会
思い出を語る会では思い出話に花が咲き、いつまでも閉校を惜しんでい

ました。

▲児童たちに記念品贈呈
４月から赤阪小学校に通学する児童たちに千早地区から標準服

などが贈呈され、田川区長から児童一人ひとりに手渡されました。

思い出をありがとう

さようなら我が母校…

▲校旗返還
校旗は古井校長から辻脇ＰＴＡ会長に返還され

ました。

ありがとうありがとう
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多聞小学校閉校式
133年という長い歴史と伝統に彩られた多聞小学校が、平成19年３月31日をもって閉校しました。その閉校式が３月18日

に雪が散らつく寒い中、多聞小学校で行われ、閉校式には児童、地域住民、来賓のほか歴代の教員、地元の卒業生や山村留

学「杉の子」の卒業生など約250人もの人が参加しました。

式では、校長先生の式辞、来賓のあいさつの後、児童によるお別れの言葉や歌が披露され、参加した人たちは児童たちの

言葉に思わず涙ぐみ、すすり泣く声が会場のあちらこちらから聞こえました。

また、閉校式終了後、「思い出を語る会」が行われ、参加した人たちは久しぶりに再会する旧友や恩師と昔話に花を咲か

せる一方、閉校する母校を惜しむ気持ちを語り合いました。

４月から多聞小学校の児童は、赤阪小学校に通学し、新たな学校生活が始まります。

村民の皆さんにはこれまで同様、ご支援・ご協力をよろしくお願いします。

古井校長の式辞s

古井校長は溢れ出る涙をこらえ、
「この多聞小学校で学んだこと、“あり
がとう”という言葉を忘れないでほし
い」と児童たちに最後の言葉を贈って
いました。

t古井校長のお別れの言葉を聞く
児童と参加した人たち

たくさんの思い出を

多聞小学校閉校式
133年という長い歴史と伝統に彩られた多聞小学校が、平成19年３月31日をもって閉校しました。その閉校式が３月18日

に雪が散らつく寒い中、多聞小学校で行われ、閉校式には児童、地域住民、来賓のほか歴代の教員、地元の卒業生や山村留

学「杉の子」の卒業生など約250人もの人が参加しました。

式では、校長先生の式辞、来賓のあいさつの後、児童によるお別れの言葉や歌が披露され、参加した人たちは児童たちの

言葉に思わず涙ぐみ、すすり泣く声が会場のあちらこちらから聞こえました。

また、閉校式終了後、「思い出を語る会」が行われ、参加した人たちは久しぶりに再会する旧友や恩師と昔話に花を咲か

せる一方、閉校する母校を惜しむ気持ちを語り合いました。

４月から多聞小学校の児童は、赤阪小学校に通学し、新たな学校生活が始まります。

村民の皆さんにはこれまで同様、ご支援・ご協力をよろしくお願いします。

たくさんの思い出を
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大 道 芸 体 験 !!

３月４日、くすのきホールにおいて千早赤阪村子ども会
育成連絡協議会のおわかれ会として「芸大パフォーマンス
ショー」が開催されました。
出演は大阪芸術大学の大道芸サークル「パフォーマンス

ドール」。舞台では、風船で花や動物をつくるバルーンア
ートや３個の箱を使って回転などの技を出すシガーボック
スなどが演じられ、子どもたちはその演技に見入っていま
した。
その後、子どもたちが舞台に上がり、大道芸の体験をす

るなど、楽しい一日を過ごしていました。

● 村こ連おわかれ会●

大きな舞台で“げんき”いっぱい!!

２月25日、くすのきホールでこごせ幼稚園の第７
回生活発表会が行われました。
オープニングは全園児による合奏「ウルトラマン

のうた」で始まり、５歳児は「さるかに合戦」の劇
遊びを、４歳児は「言葉あそび」のリズム打ちを、
３歳児は舞台いっぱいに「たらこ・たらこ・たらこ」
のダンスなどを披露し、会場に訪れたお父さんやお
母さん、おじいちゃん、おばあちゃんなどからの大
きな拍手がホールじゅうに響いていました。

● こごせ幼稚園生活発表会●

▲シガーボックスの
パフォーマンス

▲バルーンアート

t
３
歳
児「
た
ら
こ
・
た
ら
こ
・
た
ら
こ
」の
ダ
ン
ス
t
５
歳
児
「
さ
る
か
に
合
戦
」
の
劇
遊
び

t
４
歳
児
「
言
葉
の
あ
そ
び
」
の
リ
ズ
ム
打
ち
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むらの話題
あ　れ　こ　れ

春 、 巣 立 ち

３月14日、中学校の卒業式では53人の生徒一人ひと
りに卒業証書が授与され、校長先生から「この地で育
んだ豊かな感性、そして深い絆と感動を与えてくれた
学校生活を心のふるさととして持ち続け、がんばって
ほしい」との言葉が贈られました。
在校生の送辞などの後、同中学校卒業生が結成するア
マチュアミュージシャンのツルビルの「村唄」を全員
で合唱。たくさんの思い出を胸に旅立ちました。
また、15日には幼稚園で修了式が、16日には小学校

の卒業式が行われ、多聞小学校は統合により最後の卒
業式となりました。

▲卒業証書授与

▲卒業生の答辞 ▲卒業生の門出

● 卒業式・修了式 ●

寒風のなか、熱い戦い

２月18日・25日、村民運動場で、「くすのき杯少
年サッカー大会」が開催されました。
この大会は、千早赤阪サニーズサッカークラブが

毎年２月に近隣府県の少年チームを招いて開催して
いるもので、今回で21回目を数えました。
大会には、第１回から連続して出場しているチー

ムや、今回初出場の百舌鳥フットボールクラブ（堺
市）など16チームが参加しました。
２日間の戦いの結果、柏原市少年サッカークラブ

が優勝し、主催チームの千早赤阪サニーズの成績は
振るいませんでしたが、多くの少年選手とサッカー
を通じて交流を楽しみました。

● くすのき杯少年サッカー大会 ●



小吹台 土 屋　 友 哉 さん
＜19歳　射手座＞

近況は・・・

現在、羽衣国際大学経済学部に行ってます。

夢は・・・

現在、大学で学んでいることを少しでも活か

せる仕事に就くことです。

最近、楽しいと思ったことは・・・

２月にバイト先の友達とスノーボードに行っ

たことです。

思い出のアルバムから・・・

千早赤阪村について・・・

自然が多いところです。

来月号は・・・

中学校の同級生の矢倉　知沙さんです。

矢倉さんへメッセージを・・・

お元気ですか？また遊びましょう ! !

自宅で水遊びをしている写真です。
右が私です。

YusukeTutiya

203

わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ わがやのホープ 

わが
やのホープわが
やのホープ

参加者募集中 
「みんなのひろば」は村民の皆さんのペ

ージです。
楽しい話などいっぱい教えてください。
また、広報紙への意見・情報なども待っ

ています。

千
早
赤
阪
村
役
場

広
報
ち
は
や
あ
か
さ
か
係

住
所
・
名
前
・
年
齢
・

電
話
番
号

切
手

５８５－８５０１

小吹台　とみなが　まなと くん
（ 富　　永　　　　真　 翔　）

平成15年９月22日生まれ
いつも元気いっぱいのまなちゃん!!
これからも笑顔を絶やさずスクスク育ってネ。

父・和行さん、母・京子さん

東阪　なかた　あいか ちゃん
（ 中 田　　 藍　 花 ）

平成12年10月13日生まれ

なかた　いつき くん
（ 中 田　　 樹　 希 ）

平成16年８月７日生まれ

千早赤阪村でも友達をたくさん作ってね!
父・勝志さん、母・仁美さん
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平成18年４月の介護保険法の改正に
より、介護支援専門員の登録事項とし
て、「住所」が新たに追加されるとと
もに、全国共通のルールのもと、新し
い介護支援専門員番号が付与されるこ
ととなりました（大阪府登録の人の新
番号は「27」から始まる８桁の番号に
なります）。また、介護支援専門員証
に有効期間が付されることになり、有
効期間を更新するためには、更新研修
の受講が必要となります。
大阪府においては、介護支援専門員
の皆様からの申し出により、新番号と
有効期間の通知を行っております。下
記のHPに、申し出の様式および提出
方法を掲載しておりますので、まだ手
続きを済ませておられない人は、手続
きお願いします。
ホームページアドレス
http://www.pref.osaka.jp/korei/care/
index.html
〈問い合わせ〉

大阪府健康福祉部高齢介護室
介護支援課介護予防グループ
106（6941）0351内線4475・4480

村では、次の要件をすべて満たして
いる人を在宅で介護している世帯に、
紙おむつなどの購入にかかった費用の
一部（月額5,000円以内）を助成して
います。申請は随時受付しています。
要件

○村に居住する65歳以上の人で、常時
紙おむつを使用している人
○介護保険の要介護認定で要支援以上
の人
○対象となる人が属する世帯の生計中
心者の前年分の所得税額が140,000
円以下である人

〈問い合わせ〉健康福祉課

募　　集

村テニス連盟では、春季テニス大会

（男子ダブルス・女子ダブルス）の参
加ペアを募集しています。大会は次の
とおり開催します。
月日 ５月13日（日）
（雨天の場合は20日）

場所 村立テニスコート
対象 15歳以上の村在住・在勤者
（必ずペアで申し込みください）

費用 １ペア　1,000円
受付 ５月５日（土）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

瓦谷義弘　1&27644

村軟式野球連盟では、春季大会の一
般参加チームを募集しています。
対象は、16歳以上の村在住・在勤者

で構成するチームです。大会は次のと
おり開催します。
月日 ５月13日（日）・20日（日）

（雨天の場合は27日）
場所 村民運動場
費用 １チーム　12,000円
受付 ４月10日（火）まで
〈申し込み・問い合わせ〉

加藤　明　1&20995

日時 ５月20日（日）
午前10時～２時間程度

場所 海洋センター・トレーニングル
ーム

資格 16歳以上の人
内容 トレーニングマシンの使用方法

トレーニングの基礎理論
定員 15人（先着順）
費用 500円
受付 ５月18日（金）の午後５時まで
服装 運動のできる服装・室内用シュ

ーズ・タオル
※トレーニングマシンはこの講習を受
けた人でないと利用できません。
※トレーニング講習会は２カ月に１回
（奇数月）第３日曜日に実施

〈申し込み・問い合わせ〉

海洋センター　1&27183

受験申込受付期間

４月２日（月）～13日（金）
受験資格

¡昭和53年４月２日から昭和61年４月
１日生まれの者

¡昭和6１年４月２日以降生まれの者
で次に掲げる者
イ　大学を卒業した者および平成20

年３月までに大学を卒業する見
込みの者

ロ　人事院がイに掲げる者と同等の
資格があると認める者

受験申込先

希望する第１次試験地を所轄する
各国税局、沖縄国税事務所

試験地（近畿地域）

第１次試験地・京都市、大阪市
第２次試験地・大阪市

試験日及び試験種目

第１次（教養・専門試験）
６月10日（日）
第２次（人物試験・身体検査）
７月23日（月）～26日（木）までの
第１次試験合格通知書で指定する
日

〈問い合わせ〉

富田林税務署総務課
1@43281

（社）千早赤阪楠公史跡保存会では、
三重県津市にある太平記ゆかりの結城
神社と伊勢神宮方面を訪ねます。多数
参加ください。
月日 ５月12日（土）

午前７時30分出発
集合場所 くすのきホール駐車場
行き先 結城神社・伊勢神宮方面

（三重県）
対象 どなたでも参加できます。
費用 会　員　9,000円

会員外　10,000円
申込 ４月15日（日）までに保存会事

務局まで参加費用を添えて申し
込みください。

〈申し込み・問い合わせ〉

6千早赤阪楠公史跡保存会
1&21588
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お知らせ

介護支援専門員の登録に関
する手続きが改正されました

紙おむつ給付金

春季テニス大会参加ペア

春季軟式野球大会参加チ－ム

トレーニング講習会受講者

平成19年度国税専門官募集

結城神社・伊勢神宮参拝と
おかげ横丁



井産婦人科・澤井マタニティクリニ
ック・大阪南医療センター・斎田マ
タニティクリニック・ナカノレディ
スクリニック

〈問い合わせ〉保険課

福　　祉

現在老人医療証をお持ちでない65歳
以上70歳未満の人で、次の条件に該当
する場合は対象となりますので申請し
てください。
対象条件

①65～69歳で「障害者医療」「ひとり
親家庭医療」の対象者
②精神・結核・特定疾患医療などの医
療を受けている人（一定の所得制限
があります）
③昭和14年10月31日までに生まれた人
で世帯全員が村民税非課税世帯の人
または世帯のうち税法上の経過措置
者以外の人が村民税非課税である世
帯の人

申請手続に必要なもの

①健康保険証　②印鑑　③世帯全員の
市町村民税非課税証明書または精
神・結核・特定疾患を証明する証書

助成の内容

健康保険証を使って診療（保険診療
に限る）を受けたとき、医療機関に支
払う医療費の自己負担額の一部を助成。
※税法上の経過措置者：前年の合計所
得金額が125万円以下であって平成17

年１月１日現在において65歳以上の人
〈問い合わせ〉保険課

70歳未満の被保険者などが、医療機
関において受診し、１カ月の自己負担
額が自己負担限度額（高額療養費算定
基準額）を超えたときは、病院で自己
負担額（３割）を支払った後、高額療
養費の申請をしていただいたき、後日
被保険者に支給していましたが、４月
１日から「限度額適用認定証」を交付
することにより、病院への支払は、自
己負担限度額にとどまることとなりま
す。

ただし、この制度をご利用の場合は、
必ず事前の申請が必要となります。ま
た、国民健康保険料を完納している世
帯に限ります。手続の方法などの詳細
については下記にお問い合わせくださ
い。
なお、従来どおり事後に高額療養費

の請求する方法も継続して行っていま
す。
〈問い合わせ〉保険課

介 護 保 険

年間の保険料額は前年の所得金額を
もとに算定し、決定しています。しか
し、４月１日時点では、皆さんの平成
18年中の所得金額が把握できないた
め、平成18年度の保険料段階をもとに
した仮の保険料を納付していただきま
す。その後、７月に本算定を行い、平
成19年度の年間保険料額を決定しま
す。
普通徴収と特別徴収

65歳の誕生日を迎えられた人や転入
された人などは、一定期間、普通徴収
で保険料を納めていただくことになり
ますが、この期間が経過し老齢（退職）
年金、遺族年金、障害年金を年額18万

円以上受給・受給見込みの人は年金か
ら特別徴収となります。なお、これま
で普通徴収から特別徴収への切り替え
は年１回10月に開始していましたが、
今年４月以降は４月・６月・８月・10

月の年４回となり普通徴収期間は約６
カ月となります。ただし、年金差止め
の人などは普通徴収となります。

普通徴収による介護保険料は、村か
ら送付する納付書で取扱い金融機関ま
たは役場で納めていただくことになり
ます。
保険料のお支払いは、納期限ごとに
自動的に指定の預金口座から振替え納
付される口座振替が便利で安心です。
口座振替を希望される人は、預金通
帳、通帳使用印鑑、納入通知書を持参
のうえ、次の取扱い金融機関で手続き
をしてください。（口座振替は毎月25

日と指定させていただいております。
ただし、指定振替日が取扱金融機関等
の休日にあたる場合は、１営業日前と
させていただきます。）
（口座振替取扱い金融機関）

三菱東京UFJ・りそな・三井住友・
近畿大阪の各銀行および大阪南農業
協同組合・郵便局

〈問い合わせ〉健康福祉課
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老人医療助成の申請を

高額療養費の限度額適応認定証

19年度の介護保険料仮徴
収額通知書を送付します

平成19年度介護保険料

※年度途中で所得更正などで保険料段階が変更となった場合や新たに65歳になった人
は上記の限りではありません。

介護保険の納付は便利
な口座振替で

19年度の年間段　階 対　　象　　者 保険料の算式
保険料額

生活保護を受けている人および

第１段階 老齢福祉年金を受給し、世帯全 基準額（円）×0.5 29,100円

員が市町村民税非課税の人

世帯全員が市町村民税非課税で

第２段階 合計所得金額と課税年金収入額 基準額（円）×0.5 29,100円

の合計が80万円以下の人

世帯全員が市町村民税非課税で

第３段階 本人の合計所得金額と課税年金 基準額（円）×0.75 43,650円

収入額の合計が80万円を超える人

本人が市町村民税非課税の人
第４段階

（市町村民税課税の人と同世帯）
基準額 58,200円

本人が市町村民税課税で合計所
第５段階

得額が200万円未満の人
基準額（円）×1.25 72,750円

本人が市町村民税課税で合計所
第６段階

得額が200万円以上の人
基準額（円）×1.5 87,300円



国 民 年 金

平成19年４月分から国民年金保険料
が240円引き上げられ、月額14,100円
となります。また、定額保険料に加え
て月額400円の付加保険料を納付され
ると、将来、老齢基礎年金に加えて支
給されます。
保険料は口座振替で納めると、振替
方法によっては納付書を使って納める
よりも保険料が割引になります。
なお、保険料の免除の承認を受けて
いる人は、口座振替による割引はご利
用できません。
○口座振替の申し込み
社会保険事務所または口座をお持ち
の金融機関、郵便局の窓口
○必要なもの
年金手帳、通帳、金融機関届出印

〈問い合わせ〉

¡天王寺社会保険事務所
106（6772）7531㈹

¡村保険課

天王寺社会保険事務所より、年金納
付相談を次のとおり行います。
また、村でも大阪社会保険事務局よ
り専門相談員が国民年金・厚生年金な
どの相談に応じる「年金なんでも相談」
を行います。なお、厚生年金被保険者
証・年金手帳などの年金番号や加入脱
退の年月日、または過去の履歴などを
メモしておけばより具体的に説明がで
きます。日ごろ年金について不明な点
があれば、この機会に相談ください。

○納付相談（保険料の払い込みもでき
ます）

月日 ４月10日（火）
時間 午前11時～午後３時30分
場所 役場第１会議室
○年金なんでも相談

月日 ４月26日（木）
時間 午前10時～11時30分（いきいき

サロンくすのき健康相談室）
¡午後１時～３時（いきいきサロ
ンやまゆり娯楽室）

〈問い合わせ〉

¡天王寺社会保険事務所（納付相談）
106（6772）7531㈹

¡保険課（年金なんでも相談）

国民健康保険

転入・転出や職場の健康保険に加
入、脱退のときは必ず届けてください。
①加入の届け出が遅れると

国民健康保険（国保）に加入しなけ
ればならないのに届け出が遅れると、
保険料をさかのぼって納めること（最
高２年間）になります。
「被保険者となる」のは、加入の手

続きをしたときではありません。職場
の健康保険をやめたとき、あるいは他
の市町村から転入したときです。した
がって、加入手続きをするまでの間も、
保険料納付の対象期間となります。ま
た、被保険者証がないため、その間の
医療費は全額自己負担となります。
②やめる届け出が遅れると

国保の資格がなくなったのに届け出
が遅れると、被保険者証が手もとにあ
るため、うっかりそれを使って診療を
受けることがあります。このようなと

きは、国保で負担した医療費はあとで
返していただくことになりますので注
意ください。
〈問い合わせ〉保険課

国民健康保険では、お子さんの出産
費用を準備する負担をやわらげるた
め、出産育児一時金受領委任払制度を
実施します。４月１日以降の申請分か
ら利用することができます。
従来は、出産にかかる費用を全額医
療機関に支払い、出産後、国民健康保
険から被保険者に出産育児一時金（35

万円）を支給していました。この制度
を利用すると、被保険者に代わって出
産育児一時金を医療機関に支給するた
め、35万円を超えた分だけを医療機関
に支払うだけでよいことになります。
また、出産費用が35万円より少ない場
合は、その差額分を被保険者に支給し
ます。
ただし、必ず事前の申請が必要とな
ります。申請される人は、医療機関の
同意が必要となりますので、手続の方
法などの詳細については問い合わせく
ださい。
なお、従来どおり出産後に出産育児
一時金を請求する方法も継続して行っ
ています。
○対象となる人

出産育児一時金の支給が見込まれる
次の要件を満たす世帯主です。
¡千早赤阪村国民健康保険の被保険者
¡国民健康保険料を完納している世帯
○近隣の取扱医療機関

近畿大学医学部附属病院・ＰＬ病
院・たけい産婦人科クリニック・澤
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お知らせ

平成19年度の国民年金保険料

年金相談・納付相談

平
成
19
年
度
第
１
号
介
護
保
険
料
の
第
１
期
（
４
月
分
）
の
納
期
限
は
、
平
成
19
年
５
月
１
日（
火
）で
す
。

口
座
振
替
は
、
４
月
25
日（
水
）で
す
。〈
問
い
合
わ
せ
〉
健
康
福
祉
課

介
護
保
険
料
の
納
付

●
施
設
・
電
話
番
号
案
内

名　　　　　　　称 所在地 電話

千早赤阪村役場 水分180 &20081

小吹台連絡所 小吹68－830 &27600

くすのきホール・教育委員会事務局 水分263 &21300

村立郷土資料館（月曜日休館） 水分266 &21588

Ｂ＆Ｇ海洋センター（月曜日休館） 東阪255－１ &27183

学校給食センター 桐山258 &21112

いきいきサロンやまゆり（月曜日休館） 小吹68－780 &27005

いきいきサロンくすのき（日曜日休館） 二河原辺8－1 &21705

名　　　　　　　称 所在地 電話

保健センター・健康福祉課 水分195－１ &20069

保健 &20038

センター内
社会福祉法人千早赤阪村社会福祉協議会 &20294

赤阪土地改良区 水分180 &20081

金剛山ロープウェイ千早駅 千早９ &40128

村営宿泊施設「香楠荘」 千早1313－２ &40321

富田林市消防署千早赤阪分署 東阪77－１ &21755

診療所　診療受付（月）～（金）（土・日祝休診）
午前９時～11時30分

夜間診療（火）・（金） 午後６時～８時

◎火災・救急車依頼は119番　◎小児救急は1@51122 ◎休日診療所 1@81333

国民健康保険の届け出はお早めに

出産育児一時金の受領委任払い
制度をはじめました



日時 4月25日（水）午前11時～

場所 楠公誕生地（くすのきホール前広場）

費用 無料

〈問い合わせ〉（社）千早赤阪楠公史跡保存会　1&21588

■「緊急地震速報」についてのお問い合わせ

気象庁地震火山部管理課

〒100-8122 東京都千代田区大手町1丁目3番4号

電話：（03）3212-8341（代表）

気象庁ホームページ　http://www.jma.go.jp
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この広報紙は再生紙を使用しています。
古紙配合率100％再生紙 

100

ご み 収 集

し 尿 収 集

相 　 　 談

４月５日（木）・19日（木）

も え る ご み
（火・金曜日）

粗　大　ご　み
（第 1水曜日）

ペ ッ ト ボ ト ル
（第３木曜日）

プラスチック製容器
（第２・４木曜日）

空カン・空ビン
（第４水曜日）

各地区ミゼット車

心配ごと

４月５日（木）児　　童

４月19日（木）行　　政

毎日（土日祝、年末年始を除く）
時間　午前９時～午後５時
場所　住民課
※事前に電話で予約してください。

人　　権

千早、東阪
小吹、中津原

森屋、川野辺、水分
二河原辺、桐山
吉年

４月３日（火）
６日（金）・10日（火）
13日（金）・17日（火）
20日（金）・24日（火）
27日（金）
５月１日（火）
４日（金）

４月19日（木）

４月25日（水）

４月17日（火）予定

４月27日（金）予定

４月30日（月）予定

４月12日（木）
26日（木）

４月４日（水）
５月２日（水）

時間 午後１時～３時
場所 保健センター１階（相談室）

人 の 動 き

総人口　6,653人（－10）

男　　3,167人（－５）

女　　3,486人（－５）

世帯数　2,331戸（＋５）

２月末日現在、（ ）は対前月比 楠　公　祭
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